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1. はじめに 
地球温暖化を背景にして,省エネルギー・省資源に対

する気運が高まっている1).一方,東日本大震災の影響で

原子力発電所の多くはまだ停止して,各地域で電力の供

給力不足が懸念されており,土木・建設工事においても

現場の電力軽減対策,積極的な省エネルギー・省資源が

要求されている. 

そこで,本報告では蓄光材料（クライトブライト）を

使用した土木・建築工事を対象とした無電力の安全装

置・器具などの研究・開発状況を紹介する. 

 

2. 蓄光材料 
蓄光材料は,太陽光や蛍光灯などの光エネルギー（紫

外線）を吸収して,光エネルギーの供給が止まった後も

徐々に光を放出する耐候性や耐熱性に対して極めて安定

した材料であり,半永久的に発光を繰返す物質である. 

この材料は店舗,工場,高層ビル及び地下道・地下鉄通

路などで,災害など緊急時に停電となった場合の避難誘

導標識（安全通路,階段,手すりなど）として有用な材料

である 2)-4). 

 

(1)蓄光材料（クライトブライト）と規格 

蓄光材料は照度約 200ルクス（lx）で 20分間光を照射
し,照射を止めてから 5 分後,10 分後,20 分後,60 分後の輝
度がそれぞれ 110,50,24,7 mcd/m2以上あれば蓄光（標識）

として有効な性能を有していると JIS 規格で規定されて
いる.本研究・開発で使用した蓄光材料は,高温生成した
セラミック系物質であり,図.1,写真.1 に示すように規格
を満足してほぼ半永久的に光の吸収・発光を繰り返すク

ライトブライトを用いている. 
 

(2)クライトブライトを使用した蛍光灯カバー（写真.2） 
クライトブライトを塗布した蛍光灯カバーは,蛍光灯な
どの照明により蓄えていた光エネルギーを長時間で放出

（発光）することで停電時や消灯後に長時間自発光する

ものであり,①丈夫で軽く取扱いが簡単,②繰り返し長時
間自発光するため経済的である③災害停電時のパニック

を防止し,ブルーグリーン発光で精神を落ち着かせるなど
の効果・特性を有しているため,工事現場などの緊急避難 
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写真.1 蓄光材料の減光状況 
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     図.1 ｸﾗｲﾄﾌﾞﾗｲﾄの残光輝度 

 

写真.2 蓄光（ｸﾗｲﾄﾌﾞﾗｲﾄ）蛍光灯カバー 
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や誘導などに有効である.そこで 本研究・開発では,高温
生成したセラミック系物質でほぼ半永久的に光の吸収・

発光を繰り返すクライトブライトを使用している. 
 

3. トンネル安全設備（避難通路の識別） 
トンネル工事などの坑内における非常用照明は,通常

はバッテリー内蔵式の照明を 50m～100m 間隔に設置し
て緊急時の退避ルートを確保して示さなければならな

いが,バッテリー内蔵式の照明を設置していない区間で

はサイリュウムや懐中電灯などが無いと退避しづらい

という問題点があった.そこでシールドトンネル工事に

おいて,非常（災害）時や停電など照明消失時に安全通

路の視野確保のため,クライトブライﾄを用いた手すり

カバーと安全通路の識別タイプを装着した（写真.3,4

参照）.加えて,シールドの施工中に避難実験・訓練を

実施して,避難時の心理的作用および通路識別に対する

有効性をアンケート調査により確認している. 

 

4. 工事用安全看板 
従来の工事用立看板は,そのほとんどが車のライトな

どに反射するタイプであった.そこで立看板の全域また

は一部にクライトブライトを塗布して,夜間（真っ暗）

においても看板が発光して光がなくても識別可能な立看

板を作成し,その効果を検証している（写真.5,6参照）. 

 

5. 工事用万能塀（イメージ図）の夜間発光 
工事現場におけるイメージ改善および周辺住民に解り

やすい工事概要の説明図として,蓄光材料（クライトブ

ライト）で下水道のイラスト路線図を描き,これらが夜

間に発光するような万能塀を都内で計画している. 

 

6. まとめ 
土木・建築工事を対象としてさまざまな無電力の安

全装置・器具などに蓄光材料（クライトブライト）の

使用・適用を試みた.今後も各種工事現場における装

置・器具などを開発し,適用していく予定である． 
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写真.3 通路（手すり）における通路識別器具 

写真.4 安全通路における発光状況 

写真.5 工事用看板における設置状況 

写真.6 工事用看板(クライトブライト)の発光状況

手すりカバータイプ
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